
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｗｈｙ Ｓｃｈｏｏｌ？「なんのための学校？」 

白川郷学園 校長 川瀬 秀樹  

 今日も子どもたちが、休み時間に校長室に遊びに来てくれます。 

子どもたちの後ろ姿を見ていると、「この子たちが大人になるとき、 

世の中はどうなっているんだろうか？」とか、「この子たちに今、 

何ができるんだろうか？」と考えることがあります。 

 今年から、毎月はじめの日の朝に「学園集会」を位置付けまし 

た。１０の学級に所属する１２１人の仲間がそれぞれ何を思い、何を考え、何に挑戦しているの

か、みんなで理解し合い、全校が一枚岩になって活躍できる学園にするためにです。５月の「学

園集会」では、９年生の「結クラスリーダー」が、結クラスのメンバーを発表し、新たな出会い

を感動的なものにしよう、安心して１年間活動できるようにしようと会を企画し、児童生徒会ス

ローガン「笑顔～仲間と高め合って生み出そう～」の実現に向けて、手づくりの集会を創り上げ

てくれました。 

 先日２８日に行われた、結クラスでの「結クラス遠足」では、９年生が全校の指揮をとり、各

学年にそれぞれの役割を与え、指示を出し、楽しむだけでなく、全校の仲間がそれぞれ役割をも

ってそれを果たす、まさに当事者意識をもって一人ひとりが創り上げる行事を実現させてくれま

した。当日は天候にも恵まれ、学園を一つのパズルで言う「ピース」として活躍できる場を設定

してくれたのです。この日見せてくれた一人ひとりの「笑顔」は、「自分たちで創り上げたん

だ！」という自信や誇りに満ちたものでした。感動！すごいね、子どもたちのパワーって！ 

 目まぐるしく変化し、予測困難な時代にあって、「学校とは何か？」、「子どもたちは何のため

に学校に来るのか？」・・・学校の在り方が問われています。究極的には「学校は、子ども達が

自分の未来を創りに来るところ」つまり「子どもの未来の幸せづくり工房」であると考えます。  

これまで学校は「答え」を教えるところでした。しかし東日本大震災や新型コロナによるパン

デミックなど、誰も経験したことのない事態が次々と起きています。こうした世界を子どもたち

が生き抜くために必要なのは、「教えられた答え」でも「数値化された学力」でもなく、「誰も見

たことのない知を生み出す力」だと思います。学力とはかけ離れますが、上記の学園を動かす子

どもたちの姿には、このような力が備わっている・・・そんな頼もしさを感じます。 

６月もどうぞよろしくお願いします。 

保護者の皆さまも、地域の皆さまもお気軽に学園にお越しくださいね。 
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挑戦 創造 貢献 

 ５月２１日、可児市のぎふワールド・ローズガー
デンで行われた「全国緑化祭」に学園から９年生○
○さん、６年生○○さんが県代表として登壇！ 

 ６年生が観光大使に挑戦。宮丸教
育長さんから任命書を受け取り、○
○さん、○○さんが力強く決意を！ 

 今年度から児童生徒会、９年生が中
心となって始まった「学園集会」。ま
さに自分達の学校は自分達で創る！ 

～挑戦・創造・貢献～
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「前回の記録を超えよう」と目標をもち、挑

戦しました。目標を超えた子が「やったー！」

と喜びを爆発させ、それを周りの子が「よかっ

たねぇ。」と認めることができる関係、心が温

まりました。こうした仲間だからこそ、さらに

頑張ろうと思えるのでしょう。秋のスポーツテ

スト、さらなる記録更新を期待しています！ 

日々の学習や生活を地盤に、サバイバル学習、村民学と学

校外での学びも増えてきました。村の皆様に温かく支えられ

てこそ。感謝しております。今後もよろしくお願いします。 
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警察の方の話をじっくりと聞き、自分の身を守

ることについて考えました。いつも通っている道

ですが、こうして歩いてみると、命を守るために

気をつけなければならない場所がたくさんあるこ

とや、普段乗っている自転車も、周りをよく見て

乗ることが大切であることに気づきました。ぜひ、

地域の方からも、交通安全に気を付けている姿

を認めていただけるとありがたいです。 

 

トヨタ自然學校のご協力をいただき、本年度

もサバイバル学習を進めています。５年生は落

ち葉や小枝から薪に火を移すこと、６年生は木

を削って箸を作ることを学び、８年生はこれま

でのまとめとして、学んだ内容を他の人と共に

生き抜くために生かす学習をしました。体験を

通して「生きる」の意味を深めました。 
 

 ６年生が宮丸教育長さんから、「ジュニア観

光大使」に任命されました。緊張感のある任

命式でしたが、法被をいただいた６年生の顔

は次第にほころび、誇らしげにも見えました。

今後は、村内や修学旅行先で、白川村を存分

にアピールします。頼んだぞ、６年生！ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
朝の会、休み時間、給食、掃除など、授業以

外の時間を縦割りの「結クラス」で生活する１

週間。児童生徒はとても楽しみにしていまし

た。タブレットを使って役割分担やこの後の予

定を分かりやすく伝える９年生。１年生も大き

な声であいさつの号令をかけます。誰もがみん

なのためを思って、動く姿。やり切った充実感

からか、日に日に笑顔が増えていました。 

その結クラスウィークのメインイベント。結クラ

ス遠足。暖かな春の日差しの中、学校をスタ

ート。学年の垣根を飛び越えて、みんなで和

気あいあいと話しながら荻町へ向かいまし

た。午後からは先生探し。隠れている先生を

「おった～！」「変装もありなの～！？」などと言

いながら、みんなで楽しみました。さらに結ク

ラスの仲が深まった１日でした。 

＊地域で働く方のご家族の方から、学園の児童生徒に…と、多くの文房具の寄付をいただきました。

「結クラス遠足」のレクの結果を踏まえ、全校の児童生徒に配付させていただきます。 

また、児童生徒会行事等でも活用させていただきます。 
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≪柔道≫ 

○第２２回岐阜県小学生 

  学年別柔道選手権大会飛騨地区予選会 

小学生男子 ４年生４０ｋｇ以下級 優 勝   

                             準優勝  

小学生女子 ４年生３５ｋｇ以下級 優 勝   

４年生３５ｋｇ超級   優 勝 

５年生４０ｋｇ以下級 優 勝 

５年生４０ｋｇ超級   優 勝 

６年生４５ｋｇ以下級 優 勝 

                             準優勝 

○第６１回飛騨地区体重別柔道選手権大会 

中学生男子 ６６ｋｇ以下級  優 勝  

中学生女子 ４４ｋｇ以下級  優 勝   

準優勝   

５２ｋｇ以下級 準優勝   

○第６１回岐阜県体重別柔道選手権大会 

    中学生男子 ６６ｋｇ以下級  第３位  

 

 

≪卓球≫ 

○飛騨中学生クラス別卓球大会 

女子団体 ３位 松倉・清見・白川郷学園 

○飛騨中学生クラス別卓球大会  

中学生女子 C   

 

≪陸上≫ 

○高山市中学校総合体育大会陸上競技大会 

女子中学走高跳び 優勝           

 

≪スポーツ振興≫ 

○白川村スポーツ協会より   

                   

 いよいよ夏の中体連も始まりま

した。９年生にとっては３年間の

活動の集大成です。悔いのない大

会にしてくださいね！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の担当： 今井 康之 先生 

 白川郷学園に着任してもう 2 ヶ
月が過ぎようとしています。今日
まで本当にあっという間でした。 
 毎日の業務に追われる中で、い
つも感じるのは「人の温かさ」で
す。些細なことでも声をかけてく
れる職員、学校教育をいつも応援
してくださる保護者や地域の皆
様、そして、どんなときでも笑顔で
元気を分けてくれる子どもたち。 
 これが「結」の精神かと、身をも
って体験する毎日です。高山から
の通勤に時間はかかりますが、行
きは「今日もがんばろう」、帰りも
「明日もがんばろう」と思わせて
くれる白川郷学園に赴任できて、
心から幸せを感じています。この
幸せがいつまでも続きますよう
に。 
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日 曜 主な予定 
最終下校 部

活 前期 後期 

1 日     

2 月 学園集会  １５：００ １５：００ × 

3 火 琴臣講座（しつけ講座） SC来校 
PTA読み聞かせ 

１年 １４：３５ 

２～６年１５：３５ 
１６：５５ 〇 

4 水 
弁当がいります。 
（結クラス遠足の予備日としていたため） 

１～３年 １５：００ 

４～６年 １６：００ 
１６：００ × 

5 木 耳鼻科検診 
１～３年 １４：３５ 

４～６年 １５：３５ 
１６：５５ 〇 

6 金 
部活動壮行会 
内科検診 尿検査  

１、２年 １５：００ 

３～６年 １６：００ 
１６：００ × 

7 土     

8 日     

9 月 プール掃除 高校説明会（９年） １５：３５ １６：００ × 

10 火 プール掃除（予備日） 
１年 １４：３５ 

２～６年 １５：３５ 
１６：５５ 〇 

11 水 全校研究会（国語） １５：００ １５：００ × 

12 木 LP活動 
１～３年１４：３５ 

４～６年１５：３５ 
１６：５５ 〇 

13 金 QU検査 
１、２年 １５：００ 

３～６年 １６：００ 
１６：００ × 

14 土 白川村立１５０周年記念行事 
※９時登校 弁当がいります。 

１４：４０ １４：４０ × 

15 日     

16 月 振替休業日    

17 火 
クロサンショウウオビオトープ（３年） 
サバイバル学習（７年） 

１年 １４：３５ 

２～６年 １５：３５ 
１６：５５ 〇 

18 水 
修学旅行（京都奈良、６年） 
火山学習（７年） 

１～３年 １５：００ 

４～５年 １６：００ 
１６：００ × 

19 木 
修学旅行（大阪万博、６年） 
乳幼児との交流（９年） 

１～３年 １４：３５ 

４～５年 １５：３５ 
１６：５５ 〇 

20 金 SC来校 
１、２年 １５：００ 

３～６年 １６：００ 
１６：００ × 

21 土     

22 日     

23 月  １５：３５ １６：００ × 

24 火 担い手体験（７年） 
高山研修（８年） 

１年 １４：３５ 

２～６年 １５：３５ 
１６：５５ 〇 

25 水 
プール開き  給食試食会（１年） 
担い手体験（７年）高山研修（８年） 

１～３年 １５：００ 

４～６年 １６：００ 
１６：００ × 

26 木 クラブ③④ 
１～３年 １４：３５ 

４～６年 １５：３５ 
１６：５５ 〇 

27 金  
１、２年 １５：００ 

３～６年 １６：００ 
１６：００ × 

２８ 土     

２９ 日     

30 月 教育相談週間（～７月４日） １５：３５ 1６:０0 × 

 

２日(水) 高山市教研 

３日(木) 住民健診事前指導（９年） 

４日(金) 漢字検定 

７日(月) 通学班集会 

８日(火) 体育大会結団式 

９日(水) 住民健診（９年） 

１０日(木) クラブ 

１１日(金) PTA授業参観 

         学級懇談会 

１７日(木) 大掃除 

１８日（金）夏休み前集会 

２２日（火）三者懇談（～２４日） 

PTA 総会資料等では、三者懇

談を７月１４日～としておりました

が、他行事との関係で上記のよう

に変更しました。 

 教科書展示会を学園内（図書

室）で、６月１４日～２７日に開催しま

す。開催時間は９：００～１６：３０で

す。ぜひご来場ください。 


